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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第125期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第126期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第125期

会計期間
自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日

自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日

自　平成21年１月１日
至　平成21年12月31日

売上高 (百万円) 29,029 25,098 82,579

経常利益 (百万円) 4,020 3,152 5,351

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,415 1,895 3,361

純資産額 (百万円) 48,904 51,404 49,620

総資産額 (百万円) 99,148 95,886 95,306

１株当たり純資産額 (円) 885.32 929.09 897.24

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 44.99 35.31 62.62

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 47.9 52.0 50.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 5,899 4,172 13,574

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △4,261 △3,417 △8,387

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 408 △626 △3,821

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 5,663 5,110 4,982

従業員数 (名) 1,076 1,098 1,103

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していな

い。

２　売上高には、消費税等は含まれていない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はない。また、主要な関係会社についても異動はない。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成22年３月31日現在

従業員数(名) 1,098

(注) 従業員数は就業人員である。 

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年３月31日現在

従業員数(名) 844

(注) 従業員数は就業人員である。 
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループにおいては、ガス事業が生産及び販売活動の中心となっている。

　このため、以下はガス事業について記載している。

　なお、当四半期報告書でのガス量はすべて１ｍ
3
当たり45メガジュール換算で表示している。

　

(1) 生産実績

ガスの生産実績は次のとおりである。
　

製品 項目
当第１四半期連結会計期間
　(自　平成22年１月１日
　 至　平成22年３月31日)

前年同四半期比(％)

ガス(千ｍ
3
)

製造ガス 82,957 117.7

製品ガス仕入 143,011 98.5

　

(2) 受注実績

ガスについては、その性質上受注生産を行わない。

　

(3) 販売実績

ガスは、導管を通じて直接お客さまに販売している。

　ガスの販売実績は次のとおりである。
　

項目

当第１四半期連結会計期間
　(自　平成22年１月１日
　  至　平成22年３月31日)

数量(千ｍ
3
)

前年同四半期比
(％)

金額(百万円)
前年同四半期比

(％)

家庭用 119,687 101.0 15,943 86.9

その他 97,875 106.4 6,188 84.6

計 217,562 103.4 22,132 86.3

お客さま件数(件) 891,688             101.1

ガス事業の性質上、冬季を中心とした期間がガスの需要期にあたるため、各四半期連結会計期間の業績に季節的変動が

ある。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われていない。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものである。 

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間の売上高は、原料費調整制度による料金単価調整などによりガス売上高が

減少したことなどにより、前年同四半期に比べ13.5％減少の25,098百万円となった。この結果、営業利益

は前年同四半期に比べ21.1％減少の3,187百万円、経常利益は前年同四半期に比べ21.6％減少の3,152百

万円、四半期純利益は前年同四半期に比べ21.5％減少の1,895百万円となった。

　なお、当社グループの業績は、ガス事業のウェイトが高く、売上高が冬季(１～３月)に多く計上されるた

め、業績に季節的変動がある。

　

事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりである。

　①　ガス

当第１四半期連結会計期間のガス販売量は、家庭用については気温が低めに推移した影響を受け前

年同四半期に比べ1.0％増加の119,687千ｍ
3
となった。業務用については工業用需要が増加したことな

どにより前年同四半期に比べ6.4％増加の97,875千ｍ
3
となり、ガス販売量合計では前年同四半期に比べ

3.4％増加の217,562千ｍ
3
となった。ガス売上高については、原料費調整制度による料金単価調整などに

より前年同四半期に比べ13.7％減少の22,132百万円となった。

　営業費用については、原料価格の低下による原材料費の減少などにより前年同四半期に比べ11.6％減

少の18,287百万円となった。この結果、営業利益は前年同四半期に比べ22.6％減少の3,845百万円と

なった。

　②　不動産賃貸　

売上高は前年同四半期に比べ14.4％増加の327百万円となった。営業費用については前年同四半期に

比べ23.3％減少の184百万円となった結果、営業利益は前年同四半期に比べ212.6％増加の142百万円と

なった。

　③　その他の事業　

売上高は前年同四半期に比べ12.0％減少の3,005百万円となった。営業費用については前年同四半期

に比べ12.1％減少の2,902百万円となった結果、営業利益は前年同四半期に比べ7.4％減少の103百万円

となった。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金の増加、受取手形及び売掛金の増加、有

形固定資産の減少などにより、資産合計は前連結会計年度末に比べ579百万円増加の95,886百万円となっ

た。

　負債については、長期借入金の減少、未払法人税等の減少などにより、負債合計は前連結会計年度末に比

べ1,204百万円減少の44,481百万円となった。また、純資産については利益剰余金の増加などにより、前連

結会計年度末に比べ1,784百万円増加の51,404百万円となった。　
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下資金という)は、営業活動により獲得し

た資金を有形及び無形固定資産の取得等に振り向けた結果、前連結会計年度末に比べ127百万円増加の

5,110百万円となった。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

法人税等の支払額が増加したことや税金等調整前四半期純利益が減益となったことなどにより、当第

１四半期連結会計期間において営業活動により獲得した資金は前年同四半期と比べ1,726百万円減少の

4,172百万円となった。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

有形及び無形固定資産の取得による支出が減少したことなどにより、当第１四半期連結会計期間にお

ける投資活動に使用した資金は前年同四半期と比べ843百万円減少の3,417百万円となった。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

長期借入れによる収入が減少したことなどにより、当第１四半期連結会計期間における財務活動によ

るキャッシュ・フローは前年同四半期と比べ純額で1,035百万円支出増加の626百万円のマイナスとなっ

た。　

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はない。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発費は４百万円である。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はない。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はない。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年５月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 54,675,00054,675,000
東京証券取引所
 (市場第二部)

単元株式数
1,000株

計 54,675,00054,675,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項なし。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年１月１日～
平成22年３月31日

─ 54,675,000 ─ 2,754 ─ 36

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してい

ない。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができないため、直前の基準日である平成21年12月31日の株主名簿により記載している。

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 156,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

54,254,000
54,254 ―

単元未満株式 普通株式 265,000 ― ―

発行済株式総数 54,675,000― ―

総株主の議決権 ― 54,254 ―

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権１個）　

 含まれている。

　　　２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式738株が含まれている。

　

② 【自己株式等】

平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
京葉瓦斯株式会社

千葉県市川市市川南
２―８―８

156,000 ─ 156,000 0.29

計 ― 156,000 ─ 156,000 0.29

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
１月 ２月 ３月

最高(円) 408 397 422

最低(円) 389 345 350

(注)　株価は東京証券取引所(市場第二部)の市場相場による。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次の通りである。

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
(総務部長兼内部統制室長)

取締役
(総務部長)

山 田  英 男 平成22年４月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)及び「ガス事業会計規則」(昭和29年通商産

業省令第15号)に基づいて作成している。

なお、前第１四半期連結累計期間(平成21年１月１日から平成21年３月31日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則及びガス事業会計規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年

３月31日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)は、改正後の

四半期連結財務諸表規則及びガス事業会計規則に基づいて作成している。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成21年１月１

日から平成21年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年１月

１日から平成22年３月31日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人青柳会計事務所により四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

固定資産

有形固定資産

製造設備 1,009 1,054

供給設備 43,523 44,509

業務設備 8,933 8,990

その他の設備 9,181 9,298

建設仮勘定 3,672 3,655

有形固定資産合計 ※１
 66,319

※１
 67,508

無形固定資産

その他 1,992 2,068

無形固定資産合計 1,992 2,068

投資その他の資産

投資有価証券 6,369 6,229

その他 5,175 4,973

貸倒引当金 △40 △40

投資その他の資産合計 11,503 11,162

固定資産合計 79,816 80,738

流動資産

現金及び預金 7,537 6,408

受取手形及び売掛金 6,640 5,999

有価証券 － 31

商品及び製品 20 20

仕掛品 588 933

原材料及び貯蔵品 393 380

その他 941 840

貸倒引当金 △50 △47

流動資産合計 16,070 14,567

資産合計 95,886 95,306
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

固定負債

長期借入金 16,829 17,132

退職給付引当金 7,273 7,262

役員退職慰労引当金 393 380

ガスホルダー修繕引当金 369 351

固定資産除却損失引当金 603 603

その他 644 669

固定負債合計 26,113 26,398

流動負債

1年以内に期限到来の固定負債 3,384 3,398

支払手形及び買掛金 3,793 3,431

未払法人税等 1,355 1,699

その他 9,833 10,757

流動負債合計 18,368 19,287

負債合計 44,481 45,686

純資産の部

株主資本

資本金 2,754 2,754

資本剰余金 36 36

利益剰余金 46,919 45,296

自己株式 △225 △225

株主資本合計 49,484 47,862

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 383 296

評価・換算差額等合計 383 296

少数株主持分 1,536 1,461

純資産合計 51,404 49,620

負債純資産合計 95,886 95,306
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
 至 平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
 至 平成22年３月31日)

売上高 29,029 25,098

売上原価 15,890 12,873

売上総利益 13,138 12,225

供給販売費及び一般管理費 ※２
 9,096

※２
 9,037

営業利益 4,041 3,187

営業外収益

受取利息 12 5

受取配当金 8 4

受取賃貸料 37 37

雑収入 36 28

営業外収益合計 93 77

営業外費用

支払利息 113 87

雑支出 0 25

営業外費用合計 114 112

経常利益 4,020 3,152

特別損失

投資有価証券評価損 118 －

特別損失合計 118 －

税金等調整前四半期純利益 3,901 3,152

法人税等 ※３
 1,452

※３
 1,187

少数株主利益 33 69

四半期純利益 2,415 1,895
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
 至 平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
 至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,901 3,152

減価償却費 2,266 2,195

退職給付引当金の増減額（△は減少） 68 11

受取利息及び受取配当金 △20 △10

支払利息 113 87

持分法による投資損益（△は益） △10 △9

売上債権の増減額（△は増加） △888 △641

たな卸資産の増減額（△は増加） 3 332

仕入債務の増減額（△は減少） △661 362

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） 1,539 761

その他 △48 △544

小計 6,262 5,697

利息及び配当金の受取額 25 15

利息の支払額 △134 △118

法人税等の支払額 △253 △1,422

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,899 4,172

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,050 △1,200

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,198 △2,208

投資有価証券の取得による支出 △20 －

投資有価証券の償還による収入 － 31

その他 8 △40

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,261 △3,417

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,580 560

長期借入金の返済による支出 △898 △877

配当金の支払額 △206 △260

その他 △66 △49

財務活動によるキャッシュ・フロー 408 △626

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,046 127

現金及び現金同等物の期首残高 3,617 4,982

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,663 5,110
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日)

１　会計処理基準に関する事項の変更

    完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用していたが、「工事契約に関する会

計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半期連

結会計期間に着手した工事契約から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性

が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事につ

いては工事完成基準を適用している。

　これによる損益への影響はない。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度

決算において算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定する方法によって

いる。

２　たな卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地た

な卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっている。

３　固定資産の減価償却費の算定方法

年間償却予定額を期間按分する方法によっている。

４　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス

・プランニングを利用する方法によっている。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっている。　
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末
(平成21年12月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 156,180百万円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 154,130百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
  至　平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
  至　平成22年３月31日)

　１　当社グループの売上高は、ガス事業のウェイトが高

いため、冬季(１～３月)に多く計上されるという

季節的変動がある。

※２　供給販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び

金額は次のとおりである。

 

　退職給付引当金引当額 238百万円

　役員退職慰労引当金引当額 12百万円

　ガスホルダー修繕引当金引当額 18百万円

　減価償却費 2,084百万円

※３　法人税等については、法人税等調整額を含めて表

示している。

　１　　　　　　　　　　同左

 

 

※２　供給販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び

金額は次のとおりである。

 
　退職給付引当金引当額 175百万円

　役員退職慰労引当金引当額 14百万円

　ガスホルダー修繕引当金引当額 17百万円

　減価償却費 2,046百万円

※３　　　　　　　　　　同左

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
  至　平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
  至　平成22年３月31日)

　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 7,957百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預

金
△2,293

現金及び現金同等物 5,663
 

　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 7,537百万円

投資その他の資産の「その他」に

計上されている長期性預金
200

計 7,737

預入期間が３ヶ月を超える定期預

金
△2,627

現金及び現金同等物 5,110
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年３月31日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成22年１月１日　

至　平成22年３月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 54,675,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,001,421

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項なし。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年３月30日
定時株主総会

普通株式 272 5.00平成21年12月31日 平成22年３月31日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項なし。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日)
　

　
ガス
(百万円)

不動産賃貸
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

25,652 190 3,186 29,029 ― 29,029

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ 95 228 323 (323) ―

計 25,652 286 3,414 29,353 (323) 29,029

営業利益 4,970 45 111 5,127 (1,086) 4,041

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日)
　

　
ガス
(百万円)

不動産賃貸
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

22,132 231 2,734 25,098 ― 25,098

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ 95 271 367 (367) ―

計 22,132 327 3,005 25,465 (367) 25,098

営業利益 3,845 142 103 4,091 (903) 3,187

(注)　事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品等の名称

事業区分 各区分に属する主要な製品等の名称

ガス ガス

不動産賃貸 不動産の賃貸

その他の事業 ガス工事、ガス機器の販売、検針受託等

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在する

連結子会社及び事業所がないため該当事項はない。

　
　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間において、海外売上高がないため該当事項は

ない。

　

(有価証券関係)

該当事項なし。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項なし。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末
(平成21年12月31日)

　 　

１株当たり純資産額 929.09円
　

　 　

１株当たり純資産額 897.24円
　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

１株当たり四半期純利益 44.99円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため記載していない。

 

１株当たり四半期純利益 35.31円

同左

　
(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

四半期純利益(百万円) 2,415 1,895

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,415 1,895

普通株式の期中平均株式数(株) 53,682,004 53,674,202

　

(重要な後発事象)

該当事項なし。

　

２【その他】

該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年５月14日

京葉瓦斯株式会社

取締役会　御中

　

監査法人青柳会計事務所

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　本　　間　　哲　　也　　印

　

業務執行社員 　 公認会計士　　篠　　原　　一　　男　　印

　

業務執行社員 　 公認会計士　　武　　藤　　紀　　夫　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京葉

瓦斯株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成21年１月１日から平成21年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京葉瓦斯株式会社及び連結子会社の平成21年

３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年５月13日

京葉瓦斯株式会社

取締役会　御中

　

監査法人青柳会計事務所

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　井　　上　　靖　　秀　　印

　

業務執行社員 　 公認会計士　　武　　藤　　紀　　夫　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京葉

瓦斯株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年３

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京葉瓦斯株式会社及び連結子会社の平成22年

３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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